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 今年１月、御祓地区の地域おこし協力隊の任期を終えた水谷
円
ま ど か

香さん。「特別なことは何もしていない」と言いますが、御祓
地区はこの３年間で、たくさんの人が訪れる地域になりました。
どうしてこんなにたくさんの人に愛される地域になったので
しょうか。地域の人やみそぎの里に入った楽しい仲間の皆さん
に思いを聞くとその理由が見えてきました。
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◉１月９日に開催された「令和
４年内子町成人式」。小田中学
校出身の新成人の皆さんと当
時の担任・二上雅

まさふみ

史先生が、
タイムカプセルを開くために
集まっていたところを撮影さ
せてもらいました。タイムカプ
セルには当時の写真や思い出
の品などが詰まっていて、取
り出すたびに会話と笑顔があ
ふれ出ていました。
　成人式の写真とメッセージ
は16ページから掲載していま
す。ぜひご覧ください。

酒井　埜
の の

乃さん　五十崎小学校６年（平成）

たくさんの人を笑顔にできる
優しくて気が利く介護士になりたい

　私の夢は介護士です。父と病院に行ったとき、介護士さんが
入院しているお年寄りにご飯を食べさせたり、笑顔で優しく声
を掛けたりする姿を見ました。そのお年寄りが笑顔になってい
たので、介護士さんは笑顔や元気を与えているんだと感じて、
すごいなと憧れました。私もそれを見習って、普段から周りの
人に笑顔で優しく振る舞うように心掛けています。下学年の子
に掃除の仕方や、友達に勉強を教えるなど、誰かのためになる
ことをすると、すごくうれしいです。
　将来は憧れの介護士さんのように、介護をするだけじゃなく
て、その人を笑顔にしたいです。私自身も笑顔を絶やさず優し
く接して、たくさん頼ってもらえるように頑張ります。それか
ら介護の知識があれば、もし祖父母などに介護が必要になって
も大丈夫です。長生きしてほしいので、側で支えたいです。
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コミュニティカフェ「みそぎの
里」を特集した号です。ぜひ、
合わせて読んでみてください。

広報うちこ2019.　10月号 特集

ようこそ、「みそぎの里」へ

教室の雰囲気を生かして活用 里山の景色を守りたいと「みそぎ米」を販売 地元産にこだわった「季節の定食」

QRコードをス
キャンすると簡
単に見られます。
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水谷　円
まどか

香さん＝北浦＝

人
口
減
少
が
続
く
御
祓
地
区
で
地
域
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性
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と
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。
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踏
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す
。
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　五十崎地区に「うちっこ整体」を開いています。
来店できない人にも施術したいという思いで、みそ
ぎの里の保健室を借りて、カフェがある日にこちら
で営業しています。お客さんがリラックスできるよ
う会話も楽しんで、凝りだけでなく気持ちもほぐせ
るような施術をしたいです。
　保健室でするというのも魅力ですが、みそぎの里
の皆さんの楽しそうな雰囲気に一番惹かれました。
人が集まるところにはパワーを感じます。家族も出
品して、一緒に盛り上げようと話しています。「他の
教室もすてきですよ」と言い合えるっていい関係性
だと思います。お客さんや地域の人とは「みそぎの
里ってすてきですよ」と言ってもらえる関係性を広
げたいです。これからここでのたくさんの出会いを
楽しみにしています。

和氣　保
やすのり

典さん＝上村＝

　コーヒーと古道具が好きで、いつか店を開きたい
と思っていました。みそぎの里は水道などの設備が
整っていて、負担感なく始められたのがよかったで
す。元家庭科室で、調理器具などが並んでいた棚に
コーヒーミルを並べました。いい感じになって気に
入っています。先生が立つ教卓に店主の私が立って
いるのも面白いと思います。お客さんからは「コー
ヒーを飲みながら古道具を見るのが楽しい」と言っ
てもらいました。ホッとできる場所なので、気軽に
足を運んでもらえたらいいですね。
　古道具屋として、古民家整理の手伝いや空き家の
活用などについて考えています。来たからには自分
が楽しく暮らしたいし、地域に何か還元したいで
す。ここをきっかけにして、地域で店を開く人が出
てきたらどんどん面白くなりそうです。

黒岩　健
けんすけ

介さん＝成内＝

コーヒーと古道具の深い味わい

ユーモアとセンスがあふれる保健室

上_「どのコーヒーミルも味わいがあって、愛着がわく」と黒岩さん　右
_こだわりの挽きたてコーヒーは絶品　左_さまざまな古道具がずらり

上_保健室は妻のわけみほさんの作品のギャラリーにもなっている　右
_娘さんが作ったビーズアクセサリーも販売　 左_施術する保典さん

ぽ
た
り
珈
琲

自
家
焙
煎
の
コ
ー
ヒ
ー
と
古
道
具
を
販
売

う
ち
っ
こ
整
体
・
と
お
ん
舍

整
体
と
和
紙
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
展
示
販
売

家庭科室

保健室
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「みそぎの里のこれからを語れる仲間が増えてうれしい」と笑顔で語
る水谷さん。中には御祓地区に移住を決めた人もいます。ここでは新
しいメンバーの個性あふれる活動と思いを紹介します。

和氣　保
やすのり

典さん＝上村＝

黒岩　健
けんすけ

介さん＝成内＝

　私が初めてカフェ以外の教室を活用し始めたの
で、水谷さんたちと一緒に片づけをしたことを思い
出します。掃除をして図工室に印刷機や本を並べる
と、徐々に店の形ができてきてワクワクしました。
今は仲間も増えて、できることが広がり、これから
ここでの活動が楽しみです。今後も印刷を通して大
洲和紙の魅力や用途を広げていきたいです。
　水谷さんは地域のことや人をよく知っていて、地域
への愛情を感じます。そこがすてき。水谷さんがいる
から、ここを選んで移住したのだと思います。私たち
はまだ地域の皆さんと会う機会が少ないけれど、もっ
と御祓地区のことを知りたいです。今年はみんなで
田んぼを借りて米作りをするので、楽しみにしてい
ます。地域の皆さんともお話しできて、ふらっと立ち
寄ってもらえるような場所になればうれしいです。

青山　優
す ぐ ほ

歩さん＝成内＝

教室の数だけ広がるワクワク感

　紙の産地がある移住先を探していて、御祓地区に
たどり着きました。生活と仕事を大事にできる場所
に住みたいと思っていたので、暮らしぶりが垣間見
える田園風景に魅力を感じました。紙にまつわるこ
とを生業にして、ここで生きていきたいと思いま
す。ゆるやか文庫の青山さんやとおん舎のわけみほ
さんなど、紙を使って楽しく活動している人々とも
出会い、自分の活動の幅を広げたいと感じました。
縁をつないでくれた水谷さんに感謝です。
　これから地域の文化や暮らしを紙で残す活動をし
たいと考えています。和紙は1,000年以上の保存に
耐えられるといわれていて、その原点は「何かを伝え
たい」「残したい」という思いだと思います。この地
域の歴史や皆さんの思いなど、たくさん知りたいの
で新入りの私たちにいろいろと教えてほしいです。

浪江　由
ゆ い

唯さん＝川上＝

和紙に残す思いは1000年先へ――

上_活版印刷機で一枚一枚、手作業で印刷する青山さん　 右_青山さ
んが手がけた和紙小物　左_図工室のロッカーは図書棚に

ゆ
る
や
か
文
庫

大
洲
和
紙
専
門
の
小
さ
な
印
刷
工
房

上_紙が大好きで、世界の紙工房を一年かけて旅した浪江さん　右_
かわいい紙小物が並ぶ　左_タイ式の製本で作られたノート

ｋ
ａ
ｍ
ｉ
／（
か
み
ひ
と
え
）

大
洲
和
紙
と
世
界
の
手
す
き
紙
が
集
ま
る

図工室

理科室
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　御祓小学校の最後の卒業生です。高校３年生の
とき、半年ほどみそぎの里のカフェの手伝いをし
ていました。２年ぶりにみそぎの里に来てびっく
り。２階の教室におしゃれな店がたくさんでき
て、楽しい場所に変わっていました。
　各教室を周って、青山さんがデザインした和紙
のメモ帳を購入したり、浪江さんが集めた世界の
手すき紙を使ってオリジナルの手帳を作ったりし
ました。まさか御祓で心がときめく買い物ができ
るなんて思ってもいませんでした。今度は友達を
連れてきたいです。
　教室には昔の写真や道具なども残っていて、私
たちの思い出も大切にしているのが伝わりまし
た。小学生の頃を思い出して、とても懐かしかっ
たです。閉校したときは寂しかったけど、卒業し
ても母校にいつでも戻れるのはうれしいです。

吉本　三
み さ

紗さん＝藤社＝

懐
か
し
さ
と
面
白
さ
を
感
じ
る

楽
し
い
場
所
に
―
―

　水谷さんのような地域のために一生懸命の子が
御祓に来てくれて良かった。最初は心配してたけ
れど、僕らにも頼ってくれて、地域を巻き込んで
上手にやってくれたと思います。厨房の改造など
を手伝ったこともあり、カフェのお客さんの「お
いしかった」「また来たい」という声は、僕らも自
分事のようにうれしいです。
　一人で始めた県道沿いの花植えの範囲を、少し
ずつ広げています。たくさんの人が御祓を訪れる
ようになったから、少しでも多くの人に「御祓は
ええとこじゃな」と思ってもらえるよう、ぼちぼ
ち頑張りたいです。わざわざ足を運んでくれるお
客さんや移住してくる若者が増えたのは、地域の
大きな変化です。僕らにとっては当たり前の暮ら
しですが、それを守ることの大切さを気付かせて
くれたと思います。

上岡　豊
とよあき

秋さん＝谷＝

ま
だ
ま
だ
御
祓
は
頑
張
れ
る

若
者
の
思
い
に
地
域
も
応
え
た
い

水谷さんが「地域のみんなでつくった場所」と話すように、みそぎの里にはたく
さんの地域の人が協力しています。そこから生まれる活動に多くの人がワクワク
し、生きがいを感じるようになりました。人口は減っても、心は豊か――。水谷さ
んの思う地域活性化の姿がここにはあります。
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　カフェのリニューアルのとき、カウンターや天
井の照明を作る手伝いをしました。水谷さんとア
イデアを出し合ったり、地域のみんなにも声を掛
けて作業したり。水谷さんは一人でやってしまう
のではなく、いかにみんなと一緒にやるかを考え
てくれています。これからも地域に甘えてほしい
し、できることで力になりたいです。
　妻がみそぎの里のカフェを手伝い始めてから、
なんだか楽しそう――。カフェがあった日は、「野
菜をおいしいと言ってくれた」「地域の人が来て
くれた」と、いろいろな話をしてくれます。妻の
笑顔が増えたし、地域にも明るい話題が増えまし
た。小学校がなくなったとき、若い人が離れてし
まうと不安でした。今では何かしようと若い子た
ちが集まり、活気を感じます。みそぎの里から地
域に元気が広がればいいですね。

向居　辰
た つ み

美さん＝谷＝

み
そ
ぎ
の
里
の
明
る
い
話
題
で

家
庭
と
地
域
の
笑
顔
が
増
え
た

カ
フ
ェ
に
広
が
る
笑
顔
は
生
き
が
い

私
た
ち
も
地
域
の
力
に
な
れ
る

　カフェをリニューアルしてから地元産にこだ
わったランチを出すようになりました。「田舎の
お母さんの懐かしい味」「御祓の米と野菜はおい
しい」と評判です。徐々にお客さんが増え、今で
は多いときで1日50人を超えるようになりまし
た。何回も来てくれる人もいて、顔を見るとうれ
しいし、やりがいを感じます。
　父もカフェがある日は、朝から野菜を収穫して
準備してくれています。喜んでもらえることが楽
しみになっているようです。私は調理や味付けの
担当。新鮮なものや旬なものをよりおいしく食
べてほしいと腕を振るっています。カフェのメ
ンバーにもそれぞれ活躍の場があって、「私たち
だって地域の力になれるんだ」と実感しています。
営業後は足腰が痛くなるけれど「またやろうな」
と笑い合っています。

力石　淳
じゅんこ

子さん＝川上＝
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人
口
が
減
る
な
ら
、
関
わ
る
人
を

増
や
し
て
御
祓
地
域
へ
の
愛
を
増

や
せ
ば
い
い
、
そ
し
て
そ
の
思
い
を

膨
ら
ま
せ
ば
い
い
―
―
。
水
谷
さ
ん

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

３
年
間
は
、
そ
ん
な
活
動
だ
っ
た
こ

と
が
、
取
材
し
た
皆
さ
ん
の
言
葉
か

ら
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
住
民
の
皆

さ
ん
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
そ
の
気

持
ち
に
寄
り
添
い
、「
な
ん
か
は
せ

ん
と
い
け
ん
」と
思
っ
て
い
る
人
の

背
中
を
優
し
く
押
す
。
そ
の
姿
勢
が

多
く
の
人
の
地
域
愛
を
膨
ら
ま
せ
て

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
訪
れ
る

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
」

「
も
っ
と
御
祓
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」

「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
が
好
き
だ
」
―
―
。

手
を
つ
な
ぐ
仲
間
が
ど
ん
ど
ん
増

え
、
た
っ
た
３
年
間
で
驚
く
よ
う
な

変
化
が
地
域
に
起
こ
り
ま
し
た
。

　
協
力
隊
を
卒
業
し
た
後
も
地
域
と

と
も
に
歩
む
こ
と
を
決
め
た
水
谷
さ

ん
。
最
後
の
報
告
会
で
は「
仲
間
に

恵
ま
れ
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
。
こ
れ
か
ら
も
、
ゆ
っ
く
り
だ
け

ど
着
実
に
、
一
緒
に
前
を
向
い
て
進

み
た
い
」
と
涙
を
見
せ
ま
し
た
。
み

そ
ぎ
の
里
を
通
じ
て
、
少
し
ず
つ
み

ん
な
で
育
ん
で
い
る
御
祓
へ
の
思

い
。
一
人
一
人
の
地
域
へ
の
愛
が
膨

ら
め
ば
、
本
当
に
未
来
を
変
え
ら
れ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
―
―
。
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kami/（かみひとえ）の浪江さんが作ったハート型の和紙
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内
子
町
は
平
成
22
年
か
ら
巣
鴨

地
蔵
通
り
で
の「
内
子
フ
ェ
ア
」や
、

豊
島
区
主
催
の
観
光
物
産
展
な
ど

に
出
店
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
平
成

25
年
に
は
防
災
都
市
協
定
を
結
ぶ

な
ど
、
交
流
と
連
携
を
深
め
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
内
子
手
し
ご
と
の
会

の
協
力
で
、
豊
島
区
内
の
小
学
校
に

町
民
が
訪
問
し
て
ミ
ニ
行
灯
な
ど
を

一
緒
に
作
る「
伝
統
工
芸
制
作
体
験

教
室
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
流
の
軌
跡

1_本番前の楽屋。期待と緊張でそれぞれの時間を過ごす　2_内子町の魅力が詰まっ
た新作狂言「かみあそび」が東京都・豊島区の舞台に　3_子どもたちの熱演が光る

　「東西狂言inとしま2021」は27日に公演され、
約160人が来場しました。東の能楽師和泉流狂言
方・野村万

まんぞう

蔵さんと、西の能楽師大蔵流狂言方・
茂山千

せんざぶろう

三郎さん、内子こども狂言くらぶの子ども
たちが共演。平成28年の内子座創建100周年の
記念行事で行われた舞台の再現となりました。
　同くらぶから選抜された10人が「柿山伏」「か
みあそび」の２曲を披露。白石晟

せ な

梛くん（立川小5
年）は「ずっと楽しみにしていた東京公演。緊張し
たけれど、やり終えてよかった」と声を弾ませました。

子どもたちが目指してきた夢の舞台
「東西狂言 inとしま2021」

人
口
密
度
が
日
本
一
高
い
都
市
で
す
。

　
日
本
有
数
の
繁
華
街
の
池
袋
や
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
原
宿
」
と
呼
ば

れ
る
巣
鴨
が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
ガ
界

の
第
一
人
者
の
手
塚
治
虫
氏
や
藤
子

不
二
雄
Ⓐ
氏
ら
が
下
積
み
時
代
を
過

ご
し
た「
ト
キ
ワ
荘
」が
あ
り
、マ
ン

ガ
や
ア
ニ
メ
な
ど
を
中
心
に
、
新
し

い
文
化
を
生
み
出
し
て
き
た
町
で
も

あ
り
ま
す
。
現
在
は
伝
統
文
化
か
ら

最
先
端
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で
、

多
様
な
文
化
資
源
を
生
か
す「
国
際

ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
構
想
」の

実
現
に
向
け
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

「柿山伏」を披露した城戸景
ひろみち

道さんと森川路
み ち と

仁さん「かみあそび」を演じた皆さん。野村万蔵さんと茂山千三郎さんと記念撮影

２３

１

高層マンションと一体型
の豊島区庁舎

2022. 2   広報うちこ  13

文
化
交
流
都
市
協
定

豊
島
区

内
子
町
×

「
と
し
ま
×
う
ち
こ
文
化
交
流
都
市
協
定
」の
調

印
式
が
12
月
27
日
、
東
京
都
・
豊
島
区
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。今
後
は
文
化
・
芸
術
を
中
心
と

し
た
幅
広
い
分
野
で
両
区
町
の
交
流
と
発
展
を

図
り
ま
す
。
26
・
27
の
両
日
に
は
、同
区
の
舞
台

芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
」で
２
つ

の
催
し
を
行
い
、協
定
締
結
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
文
化
交
流
都
市
協
定
の
調
印
式
に

は
高
野
之ゆ

き
お夫

区
長
と
小
野
植
正ま

さ
ひ
さ久

町

長
、
両
区
町
議
会
の
議
長
・
副
議
長
、

内
子
町
ま
ち
づ
く
り
応
援
大
使
の
関

口
照て

る
お生
さ
ん
と
竹
下
景け

い
こ子
さ
ん
な
ど

18
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
高
野
区

長
と
小
野
植
町
長
が
協
定
書
に
署

名
。
交
流
の
証
と
し
て
、
豊
島
区
の

伝
統
工
芸
士
・
早
川
福ふ

く
お男

さ
ん
が
制

作
し
た
江
戸
提
灯
と
、
内
子
手
し
ご

と
の
会
の
手
作
り
行あ

ん
ど
ん灯
を
贈
り
合
い

ま
し
た
。
高
野
区
長
は「
今
後
は
さ

ら
に
交
流
を
深
め
て
、
両
区
町
の
持

続
的
な
発
展
に
つ
な
げ
た
い
」と
協

定
締
結
に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

■
文
化
交
流
で
相
互
に
発
展

　
豊
島
区
の
人
口
は
約
30
万
人
。
区

の
面
積
は
13
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

豊
島
区
っ
て
ど
ん
な
町

1_木のコマや輪ゴム鉄砲など豪華な景品で参加者を喜ばせていた　2_魔除けの願い
を込めた「麻の葉文様づくり」に熱中　3_狙い方のコツなどを教えて交流していた

　26日に行った「木のおもちゃオリンピックinとしま」では、
内子町産の木を使った「麻の葉文様のオブジェづくり」と「輪
ゴム鉄砲射的対決」を実施。内子手しごとの会の山本勝

か つ み

美さ
んが講師となり、伝統技術や遊びを通じて子どもたちとの交
流を深めました。豊島区の戸澤創

そ う た

太くん（目白小４年）は「木
をはめ込むのが難しかったけれど、いい作品になった。今度
は輪ゴム鉄砲も作ってみたい」と笑顔を見せてくれました。

内子町の伝統技術と木材で笑顔の交流
「木のおもちゃオリンピック inとしま」

まちのニュース
NEWS&NEWS

２

３ １
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　小さな田んぼプロジェクトのメンバーによる「おにぎり
販売会」が１月９日、道の駅小田の郷せせらぎで行われま
した。同プロジェクトは小田の棚田の風景を守るため、小
田米のおいしさを広げる取り組み。焼きおにぎりなど約
200 個を完売しました。全種類食べたという松井志

し お り

緒莉さ
んは「どれもおいしかった。地元の良さに気付くすてきな
取り組みなので応援したい」と顔をほころばせました。

おにぎりを食べて田んぼを守ろう
小田の若者たちが「おにぎり販売会」

瀧野さんに鳥の特徴などを聞きながらの観察会

勢いよく燃え上がる上村区のどんど焼き

購入者にも生産者にも感謝の気持ちを込めて――

双眼鏡の向こうに広がる鳥の世界
身近な自然から学ぶ「野鳥観察会」

燃え上がる炎に願いを込めて
小正月に町内各地で「どんど焼き」

　野鳥を見て自然を学ぶ「野鳥観察会」（大きな榎の木
の下で他主催）が１月 15 日、五十崎自治センター周辺
で行われました。環境マイスターの瀧野隆

た か し

志さんが講師。
カルガモやダイサギを見つけると子どもたちに伝え、一
緒に双眼鏡などで観察していました。瀧野さんは「生き
ている野鳥の姿から、ふるさとの自然を守ることの大切
さを感じ取ってほしい」と思いを語りました。

　新年の恒例行事「どんど焼き」が内子町内の各地域で
行われ、１年の無病息災を願いました。
　上村区のどんど焼きは１月９日、五十崎凧博物館前の
河原で開かれました。餅つきをやめるなど規模は縮小し
ましたが、約 30 人が参加。４メートルほどもある高いどんど
焼きに年男・年女が火入れし、コロナの収束も一緒に願っ
ていました。

　愛媛県市町広報コンクールが１月20日に開かれ、『広報
うちこ』が広報紙町部と組み写真の部で特選を受賞しまし
た。講評では「表紙から引き込まれた」「『いま住んでいる
人の幸せが一番』など、胸に響く言葉がちりばめられてい
る」と高い評価を受けました。受賞はいつもすてきな笑顔
や頑張る姿を見せてくれる皆さん、読んで応援してくれる
皆さんのおかげです。本当にありがとうございます。

県市町広報コンクールで２部門特選
『広報うちこ』が10年連続で全国へ――

特選を受賞した１月号（組み写真）と12月号

◉「うちこ往来」は身近な町の情報を伝えるコーナーです。皆さんからの情報を
　お待ちしています。　　　総務課　広報・広聴係　☎０８９３（４４）６１５１
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　初めての企画「新春リアルすごろく大会」が１月３日、
五十崎凧博物館で開かれました。正月の家族の楽しいひと
ときを、凧博物館でも過ごしてほしいと五十崎自治センター
が主催。サイコロの目の数だけ進みながら、凧に関連する
カードを集めて点数を競う内容で、大人も子どもも楽しそ
うに遊んでいました。家族で参加した尾花慎

し ん た ろ う

太郎さんは「ク
オリティが高くて童心に返って楽しめた」と笑顔でした。

正月の定番イベントを目指して
「新春リアルすごろく大会」を初開催

　スポーツに親しむ機会を増やそうと「野球体験交流」
（内子児童館主催）が１月６日、内子中学校で行われま
した。同校と五十崎中学校の野球部員が、内子児童クラ
ブの子どもたちにボールの投げ方や打ち方を教えて交流
しました。野球部監督の上田清

せ い じ

治さんは「野球をする子
どもが減っている。楽しさを知って野球人口が増えたら」
と期待を寄せていました。

野球部のお兄さんたちと一緒に遊ぼう
児童クラブの子どもたちが野球で交流

凧博物館が巨大すごろく会場に

セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラ見つけたよ
正月恒例の「春の七草探し」

　正月の伝統文化を伝える「春の七草探し」（内子自治セ
ンター他主催）が１月８日、内子児童館で開かれ、地域
住民や子どもたち36人が参加しました。子どもたちは七
草を構成する野草を学んだ後、沖田の田んぼで七草探し
に挑戦。見つけるたびにうれしそうに声をあげていました。
児童館厚生員の森美

み か

佳さんは「昨年は中止したので、新
年からみんなの笑顔が見られてよかった」と喜びました。

野球初体験の子どもたちに優しく教える中学生

建物の倒壊を想定し、がれき救助の訓練をする消防団員

　内子地域を対象とした「内子町防災訓練」が 12 月５日、
内子運動公園総合グラウンドで行われました。２年に１
度、旧町ごとに行う大規模訓練で、今年は内子地域の消
防団や自主防災組織、内子消防署など約 180 人が参加し
ました。応急手当や搬送訓練のほか、大地震を想定した
救助訓練などを行いました。参加者は「訓練で学んだこ
とを有事の際の迅速な活動に生かしたい」と話しました。

もしもの時に備えて連携を確認
住民と消防団員らが合同の防災訓練

袋がいっぱいになるくらい七草を集める子どもたち



私にとって内子町は、絶えず
心の栄養をくれる大地です。
そして、この揺るがない地盤
があるからこそ、強く踏み込
み、高く飛ぶことができるので
す。将来、私もこの豊かな大地
を耕し、未来につなぐ手伝い
ができればいいなと思います。

地域の笑顔を守るため、警察
官になりました。まだ未熟で
すが、選んだ道を信じて頑張
ります。私にとって友達は、笑
い合い助け合うことができる
かけがえのない存在です。会
える日は減りましたが、これか
らもすてきな仲間でいましょう。

小田地区代表
梅川　涼

りょう

さん＝新田第２＝
内子地区代表

新田大
だ い き

貴さん＝上立山＝

意見発表をした新成人の皆さん

大瀬地区代表
中田美

み さ き

咲季さん＝本町２＝

これまでの人生は多くの人に
支えられ生きてきました。家
族や友人、恩師の先生、地域
の人々――。感謝の気持ちを
胸に勉学に励み、卒業後は大
好きな愛媛の地に帰りたいで
す。今までの恩恵を社会に還
元できるよう精進します。

友人たちと再会し、大瀬で過
ごした日々がよみがえりまし
た。笑顔や会話の絶えない地
域で、私が目指す看護の現場
で大切なことを学んでいたと
思います。今はコロナ禍で大
変ですが、看護師として社会
に貢献できるよう頑張ります。

夢、希望、熱意を持って
地域社会に貢献したい

自分を見失わず、家族や
友達を大切にして生きる

ふるさとや友達、そして
ささやかな幸せを大切に

多くの学びと出会いの場
内子町への感謝と恩返し

五十崎地区代表
宮岡純

じゅんや

也さん＝東沖＝

上司や先輩にたく
さん助けてもらっ
ているので、早く一
人前になりたい！

つらいことがあっ
ても笑顔を絶やさ
ない、すてきな女
性になりたいです。

元気でいるのが一
番の親孝行。きち
んと就職して親を
安心させます。

春から幼稚園で働く
ので、子どもをよく理
解できる明るく元気な
先生になりたいです。

萬
奥
脩な

お
き貴

さ
ん

中
川

　司つ
か
さ

さ
ん

一
宮
朱あ

か

り里
さ
ん（
大
瀬
出
身
）

川
本
夏な

つ

き葵
さ
ん
（
五
十
崎
出
身
）

菊
池
天て

ん

ま馬
さ
ん
（
内
子
出
身
）

芝

　絢あ

や

ね音
さ
ん
（
大
瀬
出
身
）
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内子町成人式

社会人になったら大
変なこともあるけれ
ど、笑顔で乗り越えて
人生を楽しみます！

保育士として自分
の得意なところを
見つけて、仕事の
幅を広げたいです。

人を惹きつけられ
るかっこいい大人
になって、内子町
を元気にします！

食に関する仕事に就
きたいです。皆さんに
健康と幸せを届けら
れたらいいな。

松
本

　望の
ぞ
み

さ
ん

武
岡
祐ゆ

う
き希

さ
ん

宇
都
宮
聖さ

と

さ
ん
（
内
子
出
身
）

東

　優ゆ

ま真
さ
ん
（
五
十
崎
出
身
）

高
本
優ゆ

う

き貴
さ
ん
（
小
田
出
身
）

戸
玉
紀こ

と

え江
さ
ん
（
小
田
出
身
）

成人の言葉 ――  新成人の決意、思い、抱負  ――

1_恩師と記念撮影する五十崎中
学校出身の皆さん　2_アクリル
板や広い座席間隔など、例年とは
少し違う会場の雰囲気　3_誓い
の言葉を述べた西川さん　4_受
け付けでの姿も大人の雰囲気　
5_成人代表で記念品を受け取っ
た福井万

ま き

貴さん　6_真剣な表情
で恩師からのメッセージに耳を傾
ける　7_報道陣に囲まれる出席
者。延期された成人式だったため、
テレビ局などの取材が多かった

新型コロナウイルスの影響で延期していた「令和３年内子町成人式」が１月８日、共生館で開かれ
ました。対象は平成12年４月２日～ 13年４月１日生まれの159人で、その内89人が出席しました。
式では成人代表の西川歩

あ ゆ か

香さんが「一人の大人として柔軟に対応し、責任のある行動をとりたい」
と誓いの言葉を述べました。その他の内容などを写真とメッセージでお伝えします。

１
３４

５

７

６

２

式典や記念行事などの様子

photo＆message
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晴れ晴れとした表情の新成人が集まり華やかな会場

検温や手指消毒などを徹底 誓いの言葉を述べた髙橋実夢さん

二十歳の自分への手
紙に書いていた言葉。

「失敗を恐れず、挑戦
しろ」を実践します。

幼いときに母を亡く
し多くの人に支えら
れてきたので、その
恩返しをしたいです。

笑顔の絶えない家庭
を築くのが夢。いつ
か結婚してその夢を
かなえたい！

人生まだまだこれか
ら！　コロナに負け
ず、仕事もプライベー
トも頑張ります！

梶
野
瑞み

ず

き葵
さ
ん
（
大
瀬
出
身
）

佐
野
あ
や
な
さ
ん（
五
十
崎
出
身
）

市
川
ゆ
い
さ
ん
（
小
田
出
身
）

河
井
公こ

う
へ
い平

さ
ん（
内
子
出
身
）

池
田
泰た

い
せ
い征
さ
ん

山
田
沙さ

え依
さ
ん

20歳は た ち

の言葉 ――  新成人の決意、思い、抱負  ――

2022. 2   広報うちこ  19

思い出のタイムカプセルを開く

記念品を受け取る河井公平さん

内子町成人式

今日、成人式を迎え、身の引き
締まる思いでいます。私は大
学卒業後は愛媛県で警察官と
して、地域の安心と安全を守
りたいと考えています。一度
決めたことから逃げずに進み
続けてきた自分を信じて、一
歩ずつ前に、前に進みます。

これまでの経験を土台に
新たな道をまっすぐ進む

世界全体の常識が変わる中、
私たちはそれを一番初めに受
け止めている世代だと思いま
す。就職活動も前例のない環
境で活動しなければなりませ
ん。険しい道ではありますが、
自分たちが先頭に立つつもり
で日々精進していきたいです。

今を大切に、仲間を大切に
前向きに生きていきたい

小田地区代表
越智慎

し ん の す け

之介さん＝小田下＝
内子地区代表

大西朱
あ か り

星さん＝内子８＝

意見発表をした新成人の皆さん

大瀬地区代表
谷宮麻

ま お

緒さん＝路木＝

私は今、大学で放射線技師に
なるための勉強に励んでいま
す。たくさんの知識と技術を身
に付け、患者さんの診断や治
療に役立てるよう頑張ります。
温かく見守ってくれる両親へ
の感謝を忘れず、立派な大人
になって親孝行したいです。

苦難が将来の糧になると
信じ、大学生活を送りたい

私は現在、建築士の資格取得
を目指しています。恩師や内子
の人々、応援してくれる親のお
かげで、住居という面から町に
貢献する夢を持つことができ
ました。これからも多くのこと
を学び、自分自身に胸を張れる
すてきな大人になりたいです。

ふるさとに「ただいま」と
胸を張って言える大人に

五十崎地区代表
渡邉久

ひさのぶ

展さん＝岡第２＝

仕事も私生活も一
日一日を大切にし
て楽しんで、いい
人生を送りたい！

いつまでもかわい
く元気に過ごした
い。明るく生きて
いれば幸せになれ
ると思います。

大学のバンドサーク
ルでボーカルをし
ているので、音楽
を通して人を笑顔
にしたい！

家族みんな仲がい
いので、たまには
プレゼントをして
少しずつ恩返しを
したいです。

夢をかなえるため
に、勉強を頑張り
ます。みんなに安
心を与える警察官
になるぞ！

山
田
沙さ

え依
さ
ん

河
野
龍り

ゅ
う
が雅

さ
ん
（
大
瀬
出
身
）

向
成
香か

の

ん音
さ
ん
（
内
子
出
身
）

大
森
美み

さ

と里
さ
ん
（
小
田
出
身
）

宮
部
篤あ

つ

し史
さ
ん
（
五
十
崎
出
身
）

西
野
夏か

な那
さ
ん
（
五
十
崎
出
身
）

「令和４年内子町成人式」が１月９日、共生館で開かれ新成人138人（対象者172人）が出席しま
した。式では小野植正

まさひさ

久町長が「難局を乗り越えて大人に成長されたことを誇らしく思う。皆さ
んの力をふるさと内子の発展に貸してほしい」と式辞を述べました。厳重な感染予防対策の中で
行われた成人式でしたが、新成人の笑顔が希望の光のように輝いていました。
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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

２月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

藤
岡

　慎
ま
こ
と

く
ん

　小
田
下

毎
日
全
力
︑
元
気
い
っ
ぱ
い
！

　笑
顔

い
っ
ぱ
い
！

　家
族
の
癒
し
で
す
♡

2.14 八
雲

　瑛え
い
し
ん心

く
ん

　平
野

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

　い
つ
も
に
こ

に
こ
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
！

2.7

山
内

　茶さ

わ和
ち
ゃ
ん

　寺
成

私
は
お
芋
が
好
き
で
す
︒
早
く
お
芋
の

栽
培
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
︒

2.28

德
田

　雅が

く久
く
ん

　内
子
７

い
た
ず
ら
大
好
き
︒
早
く
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
て
︑
お
姉
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
ぞ
！

2.6

尾
上

　伊い

お

り織
く
ん

　内
子
19
第
２

ね
ぇ
ね
と
に
ぃ
に
大
好
き
♡

　い
つ
も

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

2.23

横
田

　寧ね

ね々

ち
ゃ
ん

　柿
原

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
寧
々
ち
ゃ

ん
︒
い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
大
き
く
な
ぁ
れ
︒

2.1

\今月
の食改さん/

「はじめてのバースデー」への

掲載案内は、誕生月の前々月上

旬にお送りしています。

ぜひ、応募してください。

　「＃うちコト」を付けて投稿してくれた写真
を紹介します。皆さんも＃うちコトで内子町
の「すてき」を投稿してみませんか。

ikazakishachuさん
寒い日も、かじかむ手で和紙作り。

hiroshi320dさん
冬景色の小田深山渓谷を散策。

INSTAGRAM

内子のいいとこ「うちコト」
\みんなが見つけた/

ＱＲコードをスキャンする
と簡単に見られます。

uchikoto_of f icial

な

ろ
ば

ひ

み
ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ

季節の一皿
SPECIAL DISH
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盛
岡

　あ
す
か
さ
ん
（
41
） 

 

＝
日
之
地
＝

　　
父
が
生
ま
れ
育
ち
、
祖
母
が
今

も
暮
ら
す
内
子
町
。
こ
の
町
に
移

住
し
て
１
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。

実
は
こ
れ
が
私
の
人
生
３
度
目
の

移
住
で
す
。

　
１
度
目
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
父

の
転
勤
で
愛
媛
か
ら
東
京
へ
。
大

学
を
卒
業
す
る
ま
で
過
ご
し
ま
し

た
。
私
の
意
志
と
は
関
係
な
い
も

の
で
し
た
が
仲
間
に
恵
ま
れ
、
い

い
青
春
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
２
度
目
は
24
歳
の
と
き
に
東
京

か
ら
タ
イ
へ
。
大
学
の
授
業
の
一

環
で
訪
れ
た
タ
イ
が
忘
れ
ら
れ

ず
、
自
ら
の
意
志
で
日
本
を
飛
び

出
し
ま
し
た
。
言
語
は
現
地
で
習

得
し
、
運
よ
く
職
も
得
ま
し
た
。

仕
事
の
傍
ら
、
教
育
支
援
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
も
関
わ
り
、
充
実
し
た
14
年

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
２
回

の
移
住
を
振
り
返
り
思
う
こ
と
は

「
住
め
ば
都
」で
す
。
始
め
は
慣
れ

な
い
土
地
で
も
、
長
く
い
れ
ば
友

も
で
き
、
生
活
に
も
慣
れ
、
住
み

心
地
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　
３
度
目
は
幼
い
頃
に
父
の
里
帰

り
で
連
れ
ら
れ
、
よ
く
訪
れ
て
い

た
こ
の
内
子
町
。
タ
イ
で
知
り
合

い
結
婚
し
た
旦
那
と
2
人
で
移
住

し
ま
し
た
。

　
現
在
は
１
年
後
の
新
規
就
農
を

目
指
し
、
旦
那
と
共
に
農
業
を
研

修
中
で
す
。
祖
母
が
守
り
続
け
た

田
畑
と
山
の
再
活
用
も
始
め
ま
し

た
。
花
木
を
育
て
、
好
き
な
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
作
品

は
月
に
１
回
、
立
川
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る「
軽
ト
ラ
市
」
で
展
示

し
て
い
ま
す
。
交
友
関
係
も
少
し

ず
つ
広
が
り
生
活
が
充
実
し
て
き

て
、
内
子
町
が
私
に
と
っ
て「
住

め
ば
都
」に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

出
会
い
と
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

日
々
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
内
子
町
初

心
者
で
す
が
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
次
は
︑
伊
藤
寛
了
さ
ん
＝
本
町
１  

　＝
に
お
願
い
し
ま
す
︒

①鍋に湯を沸かし、塩を入れ、小
　松菜をゆでる。
②ゆでたら冷水に入れて、水気を
　絞り、４㌢の長さに切る。
③えのきたけは根元を切り落とし、
　半分の長さに切る。熱湯でさっ
　とゆで、水気を切っておく。
④ボウルに小松菜とえのきたけを
　入れ、Ⓐの調味料をあえて完成。

●作り方

住
め
ば
都

小松菜のおかかあえ

小松菜　　　 200㌘
えのきたけ　 120㌘
かつお節　　　８㌘
塩　　　　　　適量
　しょうゆ 大さじ2/3
　　砂糖　 小さじ３
　　酢　　 大さじ１

●材料（４人分）

\今月
の食改さん/

監修　内子町食生活改善推進協議会

吉岡　文
ふみこ

子さん
＝西沖＝

Ⓐ



広報クイズ
SAVE  THE  EARTH
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不法投棄は
犯罪です

　
ご
み
を
山
林
や
道
路
沿
い
な
ど

に
捨
て
る
行
為
を
不
法
投
棄
と
い

い
ま
す
。
家
電
製
品
や
粗
大
ご
み

は
も
ち
ろ
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ポ
イ
捨

て
も
不
法
投
棄
で
す
。
違
反
者
に

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま

た
は
そ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　　
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
投

棄
し
た
人
が
分
か
ら
な
い
場
合
、

原
則
と
し
て
土
地
の
所
有
者（
管

理
者
）が
処
分
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ご
み
の
多
く
は
、
荒
れ
た

土
地
や
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
に

捨
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
定
期
的

に
草
刈
り
を
し
た
り
、
ロ
ー
プ
や

柵
を
設
け
た
り
し
て
、
不
法
投
棄

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

　
分
か
る
範
囲
で
次
の
こ
と
を
記

録
し
、
環
境
政
策
室
ま
た
は
警
察

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
発
見
し
た
日
時
︑
場
所
︑
捨
て

　ら
れ
た
ご
み
の
種
類
や
量

▽
不
法
投
棄
を
し
た
人
の
人
数
や

　特
徴
︑
ま
た
乗
っ
て
い
た
車
の

　種
類
や
ナ
ン
バ
ー
な
ど

※
町
で
は
不
法
投
棄
の
対
策
と
し

　
て
啓
発
看
板
を
提
供
し
て
い
ま

　
す
。
必
要
な
場
合
は
環
境
政
策

　
室
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

町内の山林に捨て
られた家電製品

VOICE

まちの声

　「広報うちこ」では、皆さ
んからの「まちの声」を募
集しています。
　まちづくりや行政に対す
るご意見、身近で気になる
話題など、内容は問いませ
ん。ぜひ皆さんの「声」をお
寄せください。

【宛先・問い合わせ】
内子町役場総務課
政策調整班広報・広聴係
〒７９５－０３９２
内子町平岡甲168番地
☎０８９３（４４）６１５１
　 koho@town.uchiko.
　ehime. jp

皆さんの「声」をお寄せください

①健康づくりに役立つ「●〇〇〇〇〇
　〇〇」表示を活用しよう
②ごみを山林や道路沿いなどに捨てる
　行為、「〇●〇〇〇〇」は犯罪です
③セリ、ナズナ、「〇〇〇●」、ハコベラ
　見つけたよ。正月恒例の春の七草探
　しを開催
④今月の季節の一皿は、「〇●〇〇」の
　おかかあえ
⑤文化・芸術を中心とした幅広い分野
　での交流と発展を図るため、東京都
　豊島区と内子町が文化交流「〇〇●
　〇〇〇〇」を締結

「広報うちこ」２月号を読んで、①～⑤
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：２月28日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」４月号

答え「くりすます」　正解数31
•大島つる代さん　（内子18第1）
•大本　悦子さん　（内子18第2）
•松田　満美さん　（内子19第1）
•矢野イクヱさん　（護国）
•大野　千里さん　（池田）
•松本美智恵さん　（妙見町）
•岡田　悦子さん　（岡第２）
•松田　敏江さん　（寺成）
•阿達　君江さん　（大洲市）
•利行　愛里さん　（大分県）

●12月号当選者の皆さん

内子町の人☆キラリ
TOWN'S  STAR

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD
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初めまして、ディロン・バーンズです

　皆さん、こんにちは！　ディロ
ン・バーンズです。アメリカのコロ
ラド州から来たばかりで、内子町
での仕事や生活をとても楽しみに
しています。
　５年前、大学在学中に５カ月ほ
ど京都へ留学したことで、日本の
文化や日本語をもっと学びたい
と思うようになりました。日本に
また来たいとずっと思っていた
ので、念願がかなってうれしいで
す。内子座で文楽や狂言を観てみ
たいし、書道も習いたいです。こ
の町の魅力や日本の良さをたくさ
ん体験したいです。日本語はまだ
あまり上手ではありませんが、上
達できるよう日頃から練習を頑
張っています。私を見かけたら気
軽に話し掛けてくださいね。

　将来は児童図書館で働くのが夢
で、大学では図書情報学を学びま
した。学位取得のためにボルダー
公立図書館に３年間勤務し、乳幼
児や子どもたちに読み聞かせをし
たり、中高生へ読書会を開いたり
していました。ここでも子どもた
ちのために仕事ができることが楽
しみで、胸を膨らませています。
読書の他にサイクリングや編み物、
ビデオゲームも好きです。
　私は昨年７月にパートナーのイ
ヴァンジェリンと結婚しました。
準備が整ったら彼女もこちらへ
来る予定で、私の内子町での冒険
に参加するのを心待ちにしていま
す。皆さんとの出会いや交流を楽
しみにしていますので、これから
よろしくお願いします。

外国語指導助手

ディロン・バーンズ
Dillon Barnes

イヴァンジェリンさん（左）とディロンさん

大きな榎の木の下で

心に榎と小田川の景色をいつまでも

　子どもたちの自然を大切にする心を育む活動をし
ている「大きな榎の木の下で」に愛媛県青少年育成
協議会より感謝状が贈られました。活動が始まった
のは 30 年前。「小田川と大榎のある景色をいつまで
も守りたい」という思いで始まりました。
　グループの会長を務める小野里

り え み

枝美さんは「五十
崎は景観保全の意識が高い人が多い。昭和 58 年ご
ろにコンクリートの護岸整備の計画が上がったとき、
河原の樹木や生き物を守ろうと住民運動が起こっ
た。住民有志がスイスまで行って、日本では前例
がなかった近自然工法という方法を学びに行ったほ
ど。私たちもその思いをつなぎたい」と力を込めます。
　毎年 12 月、グループ名と同じ「大きな榎の木の
下で」というイベントをしています。豊秋河原周辺
のごみ拾いをした後、紙芝居を見たり、ケーキを食
べたり――。小野さんは「子どもたちの笑顔が何よ
り。大人になってから手伝いに来てくれる子もいる。
これからも小田川と大榎を好きになってもらえるよ
うな活動を続けたい」と笑顔で話しました。



HEARTFUL UTIA

UTIA Uchiko  Town  International  Association

内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」

事務局　内子分庁３階
☎ ０８９３（４４）２１１４
fax０８９３（４４）６１３７
　 http://utia.jp/
　 kokusai@town.uchiko.ehime.jp
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（内子町での思い出）1_一緒に活動してきた皆さんとお別れ会で
歌を披露　2_子どもたちとツイスターゲームで遊んだ　3_浴衣
で日本の祭りを楽しんだ　4_両親や友人家族と三島神社へ初詣

２１
４３

　内子を去ってもう３年が経ちました。2020年は
コロナ禍のため、できる限り外出を控えました。
前のような生活ができなくてつらかったけど、家
族は元気で過ごせたので感謝しています。それか
ら初めて一からコンピューターの組み立てに挑戦
するなど、自分の好きなことに取り組めました。
　いろいろ遠隔でできるようになり、私の住むコ
ネチカット州の田舎でもできることが増えました。
リモートで日本人の先生から日本語を学んだり、
各国の人と「暁のヨナ」という漫画を音読したり
英訳したりするクラブに参加できました。
　仕事もリモートでできるようになったおかげ
で、カリフォルニア州に本拠地を置く会社に入社
できました。勤務時間はカリフォルニア時間なの
で、時差があってちょっと大変です。でも子ども
にコンピュータープログラミングを教える会社なの
で、自分の大好きなコンピューター技術と教育を
融合する仕事ができて、とてもうれしいです。
　ワクチン接種を受けて、ようやく家族と再会で

Dear friends in Uchiko,

きました。内子の皆さんにも会いたいけど、海外
旅行ができる日はまだ遠いみたい。今はアメリカ
でみかんや柿を食べたり、日本語を勉強したりし
て、内子を思い出すことしかできません。皆さん、
また会える機会が来るまでお元気で！

【寄付のお礼】　山岡晋
すすむ

様より内子町国際交流協会へ寄付をいただきました。心からお礼を申し上げます。

デリアナ・ダルトンさん（ＡＬＴ：2017.7 ～ 2018.7 ／アメリカ・コネチカット州出身）
今の私 ―― My Life Nowadays ――

歴代ＡＬＴ・ＣＩＲレポート  vol.10 Deliana Dalton

皆さん、お久しぶ
りです。現在の私
は、リモートを駆
使して、仕事も勉
強もやりたいこと
ができているので、
そのことについて
お話しします。

近所の森へよく散
歩に出掛けて、野
生動物に出会う
のを楽しんでいま
す。時々、家の外
に野生のクロクマ
がやって来ること
もあるんですよ。

家で過ごすことが
多くなったので、
得意の編み物の腕
が上がりました。
2021年は着てい
るセーターを含め
て、３着も編むこ
とができました。

　

図
書
館

　へ
行
こ
う
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内子町図書情報館

●
入
館
者
60
万
人
を
達
成

　
平
成
16
年
４
月
に
開
館
し
た
図

書
情
報
館
の
入
館
者
数
が
60
万
人

に
到
達
し
ま
し
た
。
60
万
人
目
と

な
っ
た
の
は
、
守
野
愛あ
い
り梨
さ
ん
・

陽ひ
な
た向
さ
ん
の
き
ょ
う
だ
い
で
、
認

定
証
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
宮
瀨
館
長
は「
図
書
情
報
館

の
魅
力
を
発
信
し
て
、
さ
ら
に
多

く
の
人
に
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
便
利
機
能
を

　紹
介
し
ま
す

　
図
書
情
報
館
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

に
は
、
本
を
借
り
た
い
と
き
な
ど

に
使
え
る
便
利
な
機
能
が
あ
る
の

で
、
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
ぜ

ひ
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
図
書
館
検
索
シ
ス
テ
ム

　
図
書
情
報
館
に
行
か
な
く
て

も
、「
図
書
館
検
索
シ
ス
テ
ム
」を

使
え
ば
、
図
書
情
報
館
や
分
館
に

あ
る
本
の
検
索
や
予
約
、
貸
し
出

し
の
延
長
が
で
き
ま
す
。

▽
予
約
メ
ー
ル
送
信

　
予
約
さ
れ
た
本
な
ど
の
貸
し
出

し
準
備
が
で
き
た
こ
と
を
、
メ
ー

ル
で
知
ら
せ
る
機
能
で
す
。

▽
マ
イ
本
棚

　
読
み
た
い
本
や
読
み
終
わ
っ
た

本
を
登
録
し
て
、
読
書
ノ
ー
ト

を
作
れ
ま
す
。
さ
ら
に
書
評
を

読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※
使
い
方
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

　
図
書
情
報
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
２
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
⑦
》

▽
美
し
い
紙
箱
装
飾「
カ
ル
ト

　
ナ
ー
ジ
ュ
作
品
展
」

　（
ふ
し
ぎ
な
花
倶
楽
部
）

  

文
学
講
座

▽
２
月
19
日（
土
）午
前
10
時
〜

▽
内
容

　「草
庵
文
学
を
読
ん
で

　み
よ
う
」

▽
講
師

　村
山
洋よ

う
こ子

さ
ん

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

ちょうどいい孤独
鎌田實／著

普段は誰かとつながっていながら、
「ちょうどいい孤独」を楽しみません
か？　人生の満足度を上げる鎌田流

「個立有縁」の在り方を紹介

うちゅうずし
鈴木のりたけ／作・絵

貼って剥がせるシール絵本。物語を
楽しみながらオリジナルのすしが作
れるよ。宇宙一を決めるすし大会に
向けて、新しいすしを考えてみよう

暮らしを育てる台所
扶桑社出版

台所は知恵と工夫を凝らして、使い
やすく、清潔に。日々の気持ちに優
しく寄り添い、暮らしを育てる15人
の台所のストーリーをつづる

ほねほねザウルス
ぐるーぷ・アンモナイツ／作・絵

冒険が大好きなほねほねザウルスの
ベビー、トップス、ゴンちゃん。宇宙
に浮かぶ「メテオランド」へ行くと、巨
大な怪物・竜王が待ち構えていて……

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

　２
月
５
日

　ゆ
り
か
ご

　

　
　
　12
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　19
日

　む
し
こ
ま
ど

　
　
　26
日

　ど
ん
ぐ
り
会

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
☎０８９３（４４）４１９８
　https://www.town.uchiko.
　ehime.jp/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日

記念すべき60万人目になって、
笑顔で認定書を受け取った２人
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人
は
、安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課
　
人
権
対
策
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　
人
権
擁
護
委
員
は
人
権
擁
護
委
員

法
に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ
た
私
た
ち
の

町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
法
務

大
臣
か
ら
４
年
１
月
１
日
付
け
で
、

新
し
く
大
程
幸ゆ

き
こ子

さ
ん
＝
程
内
＝
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
談
は
無
料
で
、
そ
の
内
容
や
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
暮
ら
し
の

中
で
の
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど
あ
る

私
た
ち
の
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

人権擁護委員の
大程幸子さん

内子町が管理経営管理
を委託

経営管理
を再委託意向を確認

　２月から寺村・立石地区の一部をモデル地区
として、所有している山林の管理に関する意向
調査を行います。
　この調査は、私たちの生活と密接にかかわる
森林を適切に経営・管理するため、町の「森林
管理制度」を円滑に進めるために行うものです。
同制度は「10年間程度整備されておらず、森林経
営計画もない民有の人工林」について、町が仲介

し森林所有者と林業経営者をつなぐものです。
　今後は順次、町内の各地域で意向調査をする
予定です。郵送で意向調査票が届きましたらご
回答いただきますよう、皆さんのご協力をお願
いします。
【問い合わせ】
農林振興課　林業振興係（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１２３

森林経営管理制度の意向調査を始めます

※これまでの森林管理の方法に加え、下図のように町が仲介する方法が増えます。森林経営管理制度の概要

林業経営に
適さない森林

林業経営に
適した森林

《
開
催
状
況
の
確
認
》

　「
内
子
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究

大
会
」な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
た
め
に
開
催

が
中
止
に
な
っ
た
催
し
に
つ
い
て
は
、

内
子
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。『
広
報
う
ち
こ
』
に
掲

載
し
て
い
る
行
事
も
今
後
の
状
況
で

延
期
や
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
不
織
布
マ
ス
ク
の
着
用
徹
底
》

　１
月
27
日
現
在
、愛
媛
県
で
は「
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
拡
大  

特
別
警
戒

期
間
」と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ

新
規
感
染
者
数
は
高
い
水
準
を
維
持

し
て
い
ま
す
。住
民
の
皆
さ
ん
に
は
引

き
続
き
、
手
洗
い
・
消
毒
な
ど
の
基

本
的
な
感
染
症
対
策
の
継
続
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、「
不
織
布
マ
ス
ク
」

の
正
し
い
着
用
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室

☎
０
８
９
３
（
５
７
）６
３
７
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報
の
確
認
と

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
最
大
限
の
警
戒
の
お
願
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら
︒

感
染
対
策
や
施
設
利
用
の
情
報

な
ど
も
随
時
更
新
中
で
す
︒
▼

内子町

森林所有者

林業経営者が管理

町からのお知らせ
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《
入
場
整
理
券
で
感
染
症
対
策
》

　
申
告
会
場
の
混
雑
を
緩
和
す
る
た

め
、
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。
当
日

に
申
告
会
場
で
配
布
し
ま
す
が
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
国
税
庁
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

な
ら
、
事
前
に
整
理
券
を
取
得
で
き

ま
す
。
配
布
状
況
に
よ
り
後
日
の
来

場
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
ス
マ
ホ
で
申
告
で
き
ま
す
》

　
来
場
が
不
要
な
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

大
洲
税
務
署

☎
０
８
９
３
（
２
４
）
３
１
１
５

●
確
定
申
告
期
間

▽
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税

　
２
月
16
日（
水
）～
３
月
15
日（
火
）

▽
消
費
税・地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　
～
３
月
31
日（
木
）

▽
贈
与
税
　
～
３
月
15
日（
火
）

●
納
付
期
限
　
各
税
の
申
告
期
間
の

　
最
終
日
ま
で

《
申
告
会
場
の
ご
案
内
》

●
場
所
　
大
洲
税
務
署

●
日
時
　
２
月
16
日（
水
）
～
３
月
15

　
日（
火
）の
平
日
。受
付
時
間
は
午
前

　
８
時
30
分
～
午
後
４
時

※
相
談
開
始
は
９
時
か
ら
で
、
整
理
券

　
の
配
布
状
況
に
よ
り
午
後
４
時
前
で

　
も
受
け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

確
定
申
告
は
正
し
く
、
お
早
め
に
―
―

▲申告書の作成
　はこちらから

　

コラム＊ねんきん瓦版

　国民年金などについて、65歳になったら次の
ような手続きが必要となります。あなたに該当
するものをご確認ください。
《老齢基礎年金を請求する人》
　老齢基礎年金は、10年以上の受給資格期間が
あれば65歳から受給できます。受け取る権利を
得ても、受給が自動的に始まるわけではありま
せん。忘れずに年金の請求手続きをしましょう。
《特別支給の老齢厚生年金を受給している人》
　60歳代前半から特別支給の老齢厚生年金を
受けていた人が65歳になったときは、新たに老
齢基礎年金と老齢厚生年金を受けることになり
ます。この場合は「年金請求書（国民年金・厚
生年金保険老齢給付）」の提出が必要です。
《障害基礎年金を受給している人》
　障害基礎年金を受けている人が65歳になり、
老齢厚生年金を受けられるようになった場合、

両方の年金を受けることができるので、年金の請
求手続きをしてください。
　公的年金は原則、いずれか１つの年金を選択し
ますが、65歳以後は特例的に２つの年金を受ける
など、年金の組み合わせを選択できる場合がありま
す。詳しくは年金事務所へお問い合わせください。
《66歳以降に年金を受け取りたい人》
　老齢年金は受給を66歳以降に繰り下げること
ができます。請求する時点に応じて年金額が増額
され、その増額率は生涯変わりません。繰り下げ
受給を希望する場合は65歳で請求せず、希望する
受給率の年齢になってから請求しましょう。
【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

65歳になったら必要な手続き

　
農
地
を
相
続
な
ど
で
取
得
し
た
場

合
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。 

●
届
け
出
が
必
要
な
人

▽
農
地
法
の
許
可
を
必
要
と
せ
ず
、

　
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
人 

▽
遺
産
分
割
、
包
括
遺
贈
、
特
定
遺

　
贈
を
含
む
相
続
を
受
け
た
人

▽
時
効
取
得
し
た
人

▽
法
人
の
合
併
、
分
割

●
届
け
出
の
期
間
　
権
利
を
取
得
し

　
た
日
か
ら
10
カ
月
以
内 

※
権
利
取
得
の
効
力
を
発
生
さ
せ
る

　
に
は
所
定
の
登
記
手
続
き
が
別
に

　
必
要
に
な
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】

農
業
委
員
会
　

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
３

農
地
を
取
得
し
た
ら
届
け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

私
た
ち
の
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す



nformationＩ

2022. 2   広報うちこ  29

10月20 ～ 25日に実施した財務監査の結果についてお知ら
せします。詳しくは内子町のホームページで見られます。　
【問い合わせ】　監査委員事務局　☎０８９３（４４）２１１５

監査委員による監査・検査について

赤穗英
えいいち

一　代表監査委員
森永和

か ず お

夫　監査委員　　令和３年度財務監査意見

　３年度前期（４～９月）の一般会計・特別会計お
よび公営企業会計の財務監査は、内子町監査基準
に基づき、各課から提出された調書などを中心に、
関係職員からも聴取し、抽出により実施した。
　その結果、各会計の各種事業は全体的には問題
なく進捗しており、執行内容も適正に処理されて
いると認めた。ただし、先の例月現金出納検査等
で指摘した事務処理不適切事案については、厳正
な調査の結果、関係職員が懲戒処分（停職２カ月）
に処せられた。再発防止策を徹底されたい。
　財務監査の主な意見は、次のとおり。
【委託料および工事請負費】　競争性・透明性・経
済性を踏まえた競争入札や比較見積もりに基づ
き、適正な予算執行が行われていた。引き続き、
随意契約の明確な理由付記などを徹底されたい。
変更契約は事前に目視でき予測できるもの、関連
する設備の経過年数の確認、施設利用者のニーズ
確認など、十分な準備調査を行い、当初設計に盛
り込むなど、適正な執行に努められたい。
【施設・設備の管理】　「内子町地域防災計画」を
基本に各種マニュアルを作成し、緊急時に的確な
対応ができる体制となっている。引き続き、必要
な耐震診断や措置、利用が低調なものの課題の解

決に向けた努力、身体障がい者・高齢者・児童
への配慮、新型コロナウイルス感染症対策など
に努められたい。
【情報化・ICT化】　情報管理の徹底、セキュリ
ティの確保に厳格に取り組み、自主監査や点検
が形骸化しないよう対応されたい。疑似的メー
ル送信による体験型訓練は工夫されており評価
できる。低調なマイナンバーカード交付率の向上
策に一層取り組まれたい。
【補助および交付金の支出】　実態や活動実績を
的確に反映して見直しに取り組んでおり評価で
きる。新型コロナウイルス感染症の影響で中止
の行事も多く、年度末清算も考慮されたい。
【基金】　いずれも法令・条例に基づき適正に
管理されていた。ここ２年間は、新型コロナウ
イルス感染症対策として、国から補助があり、
基金の増減は比較的少ない状況にある。引き続
き、それぞれの基金の設定目的に則して、適正
な管理・運用に努められたい。
　後期（10～３月）においても引き続き、新型コ
ロナウイルス感染症対策に的確な対応を行うと
ともに、内子町の良さと個性が生かされた内子
町形成のため、一層努められたい。

　内子町教育委員会での町内施設へのエアコン設
置に関し、手続きを経ることなく事業を実施し、上
司などに対しては複数回の虚偽報告を行うなど、
町政に対する皆様の信頼を著しく失墜させる事務
処理不適切事案が発生いたしましたこと、心より
深くお詫び申し上げます。このことを厳粛に受け止

め、私たちが先頭に立ち、全職員一丸となって、
再発防止と綱紀粛正を徹底するとともに、襟を
正して職務に精励することで、町民の皆様の信
頼回復に全力で取り組んでまいります。

内子町長　小野植正久
内子町教育委員会教育長　山岡　　晋

事務処理不適切事案のお詫びと再発防止について

町からのお知らせ
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　差別の解消を目指す「全国水平社」の創立大
会は大正11年（1922年）３月３日、京都で開催
されました。当時は、明治時代に差別的な身分制
度はなくなったものの、社会に深く根付いた差
別意識は払拭されていないままでした。創立は具
体的な対策を講じない政策に対抗し、差別と貧
困からの解放を実現することが目的でした。
　当時の民衆は差別することを当たり前と考え
る人ばかりではありませんでした。たとえ差別
を強制されようとも、人が人として尊厳をもっ
て生きることに誇りを見出していたからです。
それは武士が支配していた江戸時代が終焉を迎
え、徐々に大衆が力を持ち民主主義を求めて立
ち上がった大正時代に移り変わったことからも
分かります。多くの人が人として誇りを持って
生きる大切さに気付いていたのです。
　大正時代には、農民や女性や労働者が自らの

権利獲得を目指して立ち上がっています。今で
こそ、憲法にうたわれる基本的人権は当たり前
のように思われていますが、これは多くの先人
があらゆる差別と闘い、勝ち取ってきたもので
す。それを受け継ぐ私たちは、権利を守り、も
しも奪われたときには取り戻さねばなりません。
そのためには「差別とは何か」「権利とは何か」
と、常に自分自身に問い、学習を続けることが
必要です。
　３月３日には全国水平社創立から100年を迎
えます。この節目に自分自身の権利が保障され
ているかどうか、人の権利を侵していないかど
うか、振り返ってみてはいかがでしょうか。
【問い合わせ】
内子町教育委員会　自治・学習課　生涯学習係
（内子分庁内）

☎０８９３（４４）２１１４

全国水平社創立100年を迎えて
人権コラム＊幸せへの道

●
時
間

▽
平
日
　
放
課
後
～
午
後
５
時
30
分

▽
そ
の
他
の
利
用
可
能
日
　
午
前
８

　
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
午
前
８
時
か
ら
の
利
用
と
午
後
６

　
時
ま
で
の
延
長
が
可
能

●
利
用
料
　
月
額
・
１
人
５
０
０
０
円

　（
８
月
の
み
１
万
円
）

●
申
込
期
限
　
２
月
22
日（
火
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

〇
内
子
児
童
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
１
０
１

〇
五
十
崎
児
童
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
０
０
１

《
内
子
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
》

●
対
象
　
内
子
小
の
１
～
３
年
生

●
定
員
　
30
人
程
度

《
五
十
崎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
》

●
対
象
　
五
十
崎
・
天
神
小
の
１
～

　
３
年
生

●
定
員
　
30
人
程
度

《
共
通
事
項
》

●
利
用
条
件
　
昼
間
、
仕
事
な
ど
で

　
保
護
者
が
い
な
い
家
庭
の
児
童

※
就
労
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

●
利
用
期
間
　
４
月
１
日
～
５
年
３

　
月
31
日（
日
曜
日
・
祝
日
・
盆
休
み
・

　
年
末
年
始
は
除
く
）

働
く
保
護
者
の
子
育
て
を
手
助
け

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
利
用
者
募
集

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
不

安
を
抱
え
る
無
症
状
の
町
民
を
対
象

に
、
無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
時
　
毎
週
月
・
木
曜
日
の

　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

※
感
染
状
況
に
よ
り
変
更
は
あ
り
ま

　
す
が
、
２
月
末
ま
で
の
予
定
。

●
場
所
　
五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
感
染
が
心
配
な
人

※
症
状
が
あ
る
場
合
は
医
療
機
関
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
検
査
人
数
　
１
日
25
人
程
度

●
利
用
方
法
　
検
査
実
施
事
業
者
の

　
湊
町
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
に
電
話

　
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
０
（
３
１
６
７
）７
６
６
３

※
本
人
確
認
の
た
め
運
転
免
許
な
ど

　
の
身
分
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
室

☎
０
８
９
３
（
５
７
）６
３
７
０

無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す



　　

《正職員》
●一次試験　教養試験、作文
※合格者に二次試験の内容などを通知します。
●採用時期　５月１日～
●基本給与　准看護師16万5,900円以上、看護師
　19万2,200円以上

《会計年度任用職員》
●試験内容　面接
●採用時期　４月１日～
※給与などの詳細は、みどり苑のホームページで
　ご確認ください。
　 https://userweb.u-broad.jp/ozukita-midori/

《共通事項》
●申込期限　３月11日（金）
●応募方法　次の①～③の書類を提出してくださ
　い。①採用試験申込書（みどり苑の事務所また
　はホームページから入手できます）／②履歴書
　（市販）／③資格証明書の写し
●勤務条件　各種保険あり。土・日・祝日、年末
　年始の勤務あり

【提出先・問い合わせ】
〒７９１－３３３１　内子町立山４７４０番地１
特別養護老人ホーム みどり苑
☎０８９３（４５）０１４１

職種 採用人数 応募資格

正職員 看護職員 １人 昭和51年４月２日以降生まれで、准看護師または看護師の
資格を有する人。令和４年４月１日までに取得見込みの人

会計年度
任用職員

介護職員 若干名 意欲があり、介護業務を誠実に行える人（未経験者可）

介護支援専門員 １人 介護支援専門員の資格を有する人。令和４年４月１日まで
に取得見込みの人

●職種、採用人数など

みどり苑 職員募集
特別養護老人ホーム

▶期日  3 月19日（土）午前9時30分～
▶会場  みどり苑

募 集 要 項

\自
分ら
しく
働こ
う/

　
い
つ
強
い
地
震
が
発
生
し
て
も
身

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の

こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
最
低
３
日
分
の
食
料
、
非
常
持
ち

　
出
し
品
の
準
備
を
す
る
。

◦
家
具
な
ど
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
固

　
定
す
る
。

◦
普
段
通
る
道
に
危
険
な
場
所
が
な

　
い
か
確
認
す
る
。

◦
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
連
絡
手

　
段
を
家
族
で
話
し
合
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　
２
月
を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
」
と
定
め
、
相
続
登
記
や

遺
言
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談
に
、

各
司
法
書
士
事
務
所
の
司
法
書
士
が

無
料
で
お
応
え
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
無
料
相
談
受
付
期
間

　
２
月
28
日（
月
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
９
（
９
４
１
）
８
０
６
５

１
月
22
日
、南
予
で
震
度
４
！

地
震
へ
の
備
え
を
確
認
し
よ
う

相
続
の
疑
問
や
悩
み

司
法
書
士
が
無
料
で
回
答
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くらしの情報

の
で
、
相
談
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
連
絡
者
の
情
報
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

《
虐
待
の
兆
候
》

▽
子
ど
も
の
泣
き
声
や
大
人
の
怒
鳴

　
り
声
が
聞
こ
え
る

▽
体
に
あ
ざ
や
傷
が
あ
る

▽
暴
言
を
吐
か
れ
て
い
る

▽
ひ
げ
や
髪
が
伸
び
る
な
ど
不
衛
生

　
な
姿
で
介
護
を
放
棄
さ
れ
て
い
る

【
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
】

〇
児
童
の
相
談

　
こ
ど
も
支
援
課
　
児
童
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
９
２
５
５

〇
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
相
談

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」

は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
従
業
員

の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き
る

国
の
制
度
で
す
。
掛
金
は
、
一
部
を

国
が
助
成
し
ま
す
。
全
額
非
課
税
で

手
数
料
も
掛
か
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小
企

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
６
９
０
７
）
１
２
３
４

南
予
の
特
産
品（
３
０
０
０
円
相
当
）

が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間
　
７
月
31
日
ま
で

　h
ttp

s://kizu
n

ah
aku

.co
m

/

　event/2021/11/406/

【
問
い
合
わ
せ
】

え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
実
行
委
員
会

☎
０
８
９
５
（
２
８
）
６
１
４
６

　
児
童
や
障
が
い
者
、
高
齢
者
に
対

す
る
虐
待
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
が
積

み
重
な
っ
て
問
題
が
深
刻
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
早
期
に
発

見
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
次
の
よ
う

な
場
合
は
、
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る

《
健
康
講
座
①
》

●
日
時
　
２
月
22
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

●
内
容
　
体
を
あ
っ
た
め
る
料
理
／

　
講
話「
免
疫
力
ア
ッ
プ
の
お
話
」

《
健
康
講
座
②
》

●
日
時
　
３
月
１
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

●
内
容
　
先
取
り
花
見
弁
当
／
講
話

　「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

※
屋
外
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す
。

《
健
康
講
座
①
②
共
通
》
　

●
定
員
　
15
人

●
参
加
費
　
３
０
０
円

●
持
参
物
　
マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
、頭
巾

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
３
月
７
日（
月
）

　
　
　
　
午
後
１
時 
～
４
時
30
分

●
参
加
費
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　「
え
ひ
め
南
予
き
ず
な
博
」
の
公

式
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
、
毎
月
５
人
に

　
内
子
町
の
観
光
を
未
来
に
つ
な
い

で
い
く
た
め
、
持
続
可
能
な
地
域
と

観
光
を
模
索
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
17
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
６
時
30
分
～

●
場
所
　
五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー

●
内
容

▽
基
調
講
演
　
（一社）
地
域
観
光
研
究
所

　
代
表
　
坂
元
英ひ

で
と
し俊
さ
ん

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン（
石

　
畳
・
御
祓
・
小
田
深
山
地
区
の
取

　
り
組
み
発
表
ほ
か
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

　
に
よ
っ
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

　
配
信
を
行
う
予
定
で
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
す

観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

き
ず
な
博
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

虐
待
を
見
つ
け
た
ら

す
ぐ
に
相
談
窓
口
へ

中
小
企
業
の
退
職
金

国
の
制
度
で
サ
ポ
ー
ト

１
月
22
日
、南
予
で
震
度
４
！

地
震
へ
の
備
え
を
確
認
し
よ
う
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し

催

知

ら

せ

お

▶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
チ
ラ
シ

町並みの観月会
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内子町社会福祉協議会　☎０８９３（４４）３８２０Vol.５

　

《ボランティア活動の紹介》　
　内子高等学校の教師３人が保育園やサロン
の活動にボランティアで参加しました。12月23
日には、内子保育園で紙芝居や楽器の演奏など
をして、子どもたちを楽しませてくれました。
《12の登録ボランティア団体》
　当社協では、12の登録ボランティア団体の支
援をしています。清掃活動や読み聞かせ活動、
趣味や特技を生かした活動など、自分も楽しみ
ながら地域に笑顔を広げている団体がたくさん
あります。
《ボランティア活動をしたい人へ》
　登録ボランティア団体の紹介や、個人で活動
したい人の斡旋もします。ボランティア活動に
興味がある人は気軽に当社協にご連絡ください。

　内子町内に40カ所あるサロン代表者などが
集まる「ふれあい・いきいきサロン情報交換会」
を11月11日、共生館で開きました。
　レクリエーション道具を体験しながら使い方
を学んだほか、活動事例の報告をしました。コ
ロナ禍の活動は、密を避けたミニサロンや、安
否を確認し合う訪問活動などを行っているそう
です。参加者からは「コロナ禍だから近所付き
合いの大切さ、ありがたさに気付いた。今後も
地域の仲間同士、絆を深めていきたい」との意
見が出ました。
　内子町社会福祉協議会では、サロン活動を推
進しています。パラリンピックで知名度が高まっ
たボッチャなどのレクリエーション道具の貸し
出しもありますので、気軽にお問合せください。

ボランティア活動しませんか情報交換会を開催しました
自分も楽しみながら地域の役に立ちたい令和３年度ふれあい・いきいきサロン
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項目 金額（円） 協力団体など

戸別募金 3,020,160 　41自治会

街頭募金 12,713 　ボーイスカウト内子支団

法人募金 1,546,000 　7地区社協分会

学校募金 53,415 　生徒、児童、園児

職域募金 480,000 　町職員、教職員、民生児童
　委員、社協職員他

その他 65,976 　ガチャポン募金、バッジ募金他

合計 5,178,264

■赤い羽根共同募金運動実績　３年10月１日から行ってきた赤い羽根共同
募金運動は、コロナ禍で大変な時期にもかかわ
らず、企業や自治会、商店主や学校関係者など
の皆さんの温かいご協力で、目標額の500万円
を超える寄付が集まりました。ありがとうござ
いました。
　募金は全額、愛媛県共同募金会に送金し、愛
媛県内の児童福祉施設や市町社会福祉協議会な
どに配分されます。内子町社会福祉協議会にも
一部配分され、自治会配分金事業や社会福祉事
業に活用する予定です。

赤い羽根共同募金のお礼

参加者が人気競技の「ボッチャ」を体験 水道ホースで作ったラッパ演奏に園児もびっくり

くらしの情報
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で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•
う
ま
い
話
に
飛
び
つ
か
な
い

•
ネ
ッ
ト
の
情
報
に
流
さ
れ
な
い

•
契
約
を
せ
か
さ
れ
て
も
︑
そ
の
場

　
で
判
断
し
な
い

•
借
金
し
て
ま
で
契
約
し
な
い

※
困
っ
た
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

　
た
場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
０
２
６

　
放
送
大
学
で
は
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
な
ど
、

約
３
０
０
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
位
取
得
は
も
ち
ろ
ん
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
や
自
己
実
現
な
ど
、
あ
な

た
の
学
ぶ
意
欲
を
放
送
大
学
で
満
た

し
ま
せ
ん
か
。

●
出
願
期
間
　
３
月
15
日
ま
で

※
資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
気
軽

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
２
３
）
８
５
４
４

※
相
談
日
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
し

　
て
く
だ
さ
い
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
随
時
、
心
の

　
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
５

　
再
就
職
を
希
望
す
る
人
が
、
新
た

な
技
術
な
ど
を
身
に
付
け
ら
れ
る
職

業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講
指

　
示
・
推
薦
を
受
け
ら
れ
る
人

●
募
集
科
　
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
、

　
溶
接
も
の
づ
く
り
、
電
気
設
備
技

　
術
、
住
宅
・
福
祉
リ
フ
ォ
ー
ム

●
期
間
　
４
月
５
日
か
ら
６
カ
月
間

●
受
講
料
　
無
料

●
募
集
期
限
　
２
月
24
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛

☎
０
８
９
（
９
７
２
）
０
３
２
９

　
４
月
１
日
か
ら
の
法
改
正
に
よ
り
、

成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。
自
分
自
身
の
責
任
で
契
約
が

《
電
話
相
談
》

●
日
時
　
毎
月
第
２
月
曜
、
第
４
日

　
曜
、
午
後
６
時
～
９
時
30
分

《
面
接
相
談
》

●
日
時
　
２
月
８
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
６
時
～
８
時

　https://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/

　h15900/h15900.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
　
人
権
対
策
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
５
５

　
臨
床
心
理
士
な
ど
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日
」

を
実
施
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
五
十
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
》

●
日
時
　
３
月
３
日（
木
）午
前
９
時

　
～
正
午
、午
後
１
～
４
時

●
相
談
担
当
　
幸
田
裕ゆ

う
じ司

さ
ん（
心

　
理
療
法
士
）

《
小
田
保
健
セ
ン
タ
ー
》

●
日
時
　
３
月
７
日（
月
）
午
前
９

　
時
～
正
午

●
相
談
担
当
　
松
田
有ゆ

き紀
さ
ん（
臨

　
床
心
理
士
）

《
各
日
共
通
事
項
》

●
対
象
　
本
人
ま
た
は
家
族
の
人

　
松
山
地
方
気
象
台
で
は「
天
気
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
」を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
自
動
音
声
に
よ
る
気
象

情
報
と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
天
気
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
》

●
対
応
時
間
　
平
日
の
午
前
８
時
30

　
分
～
午
後
５
時
15
分

☎
０
８
９
（
９
４
１
）
０
０
１
２

《
自
動
音
声
案
内
》

▽
気
象
情
報

☎
０
８
９
（
９
４
７
）
８
２
４
９

▽
天
気
予
報
サ
ー
ビ
ス

☎
１
７
７

【
問
い
合
わ
せ
】

松
山
地
方
気
象
台

☎
０
８
９
（
９
４
１
）
６
２
９
３

　
愛
媛
県
で
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
人
や
、
周
囲
の
人
な
ど
が
無
料
で

相
談
で
き
る
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
電
話
の
ほ
か
、
面
接
で
の
相

談
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

知

ら

せ

お多
様
な
性
の
こ
と
は

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
相
談
窓
口
へ

天
気
が
気
に
な
る
と
き
は

松
山
地
方
気
象
台
へ

不
眠
や
心
の
不
調
の
悩
み

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

４
月
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
を

自
宅
で
学
べ
る
正
規
の
大
学

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛

４
月
期
生
を
募
集
し
ま
す



人のうごき お元気ですか

曜日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151

水
日中：加戸病院 0893（44）5500
夜間：喜多医師会病院 0893（25）0535

木 日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土 大洲中央病院 0893（24）4551

日
日中：大洲中央病院 0893（24）4551
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

●救急病院

（敬称略／ 12月６日～１月５日届出分、許可をいただいた人のみ掲載しています）
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日時：10（木）・24（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：８（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／内子分庁／小田自治センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：15（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
　し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医３

日 医院名 電話番号
６（日）おおくぼこどもクリニック（大洲市）0893（57）9366
13（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199
20（日）おおむら小児科（内子町） 0893（44）7117
21（月）守口小児科（八幡浜市） 0894（24）7770
27（日）大洲ななほしクリニック 0893（25）7710

●小児在宅当番医

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。

健康づくりに役立つ栄養成分表示を活用しよう

日時：８（火）の午前９時30分～正午
場所：内子自治センター
問い合わせ：住民課　☎0893（44）6152

●人権相談

月の健康カレンダー３

●母子保健

日 受付時間 場所 対象

８（火）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

令和３年６月・
７月生まれ

乳児健診

【問い合わせ】
内子町保健センター
☎０８９３（４４）６１５５

日 受付時間 場所 対象

３（木）午前９時30分
～ 10時30分 小田保健センター

乳幼児４（金）午前９時30分
～ 11時

五十崎保健センター

10（木） 内子保健センター

育児相談

日 受付時間 場所 対象

17（木）午前９時
～ 10時

内子保健
センター

令和元年 12月、
２年１月生まれ

２歳Ｃｏｍｅかむ教室（むし歯予防教室）

診療科目 診療時間

内科
○昼間：午前９時～午後６時（日曜・祝日）
○夜間：午後７時～ 10時（平日、土・日曜日）

●大洲喜多休日夜間急患センター    ☎0893（23）1156

※当センターの診療は応急措置のみです。休日や夜間に急に　
　具合が悪くなった、中学生以上の人が受診できます。

●栄養成分表示を活用してみよう
　栄養成分表示を見ると、エネルギーや栄養素を
どのくらい摂取できるかが分かり、摂取不足や摂
りすぎを防ぐことができます。表示されている栄
養成分の特徴を知って、健康の維持や増進に役立
てましょう。
▷エネルギー　
　エネルギーの摂取量と消費量のバランスによっ
て体重が変化します。バランスが取れているかは、
体格指数（ＢＭＩ）で判定できます。ＢＭＩが目
標数値に当てはまらない人は、エネルギーの摂取
量を調整してみてください。生活習慣病の予防の
ために肥満を解消したり、高齢期のフレイル予防

▷たんぱく質、脂質、炭水化物
　生活習慣病の予防には、エネルギー源となる質
の良いたんぱく質をしっかり取って、脂質は控え
めに、炭水化物は取り過ぎないようにすることが
大切です。炭水化物の一部である食物繊維の１日
の目標摂取量は男性 21g 以上、女性 18g 以上と
されています。しかし４～５gほど不足している
人が多いため、野菜や果物など食物繊維の多い食
品を取るよう心掛けましょう。食物繊維の含有量
を表示している加工食品も増えています。
▷食塩相当量

　食塩摂取量の１日の目標量は、男性 7.5g 未満、
女性 6.5g 未満とされています。日本人は塩分を
取り過ぎている人が多いため、普段からよく食べ
る食品や調味料に含まれている食塩量を知り、選
び方や食べ方などを工夫して、おいしく減塩しま
しょう。

のために低栄養にならないようにしたりして、適
正な体重を維持しましょう。

※ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
《体格指数（ＢＭＩ）》

年齢 目標数値
18 ～ 49歳 18.5 ～ 24.9
50 ～ 64歳 20.0 ～ 24.9
65 ～ 74歳 21.5 ～ 24.9
75歳以上 21.5 ～ 24.9

●栄養成分表示を知っていますか
　加工食品にはエネルギーやたんぱく質、脂質、
炭水化物、食塩相当量の栄養成分の含有量を表示
することが義務付けられています。この５つは生
命の維持に不可欠な栄養成分ですが、生活習慣病
とも深く関わっています。

栄養成分表示：１食（○ｇ）当たり

エネルギー　　○○ kcal
たんぱく質　　     ○○ g
脂 質　　     ○○ g
炭 水 化 物　　     ○○ g
食塩相当量　　     ○○ g

《栄養成分表示の例》

商品によって表示
単位が違うので、
よく確認を！



町内無線放送が聞き取れなかった
場合はお電話ください。

通話料無料の
フリーダイヤル
☎０１２０（４４）２１３０

内子釣り定例会ウォーキング部の皆さん

釣り仲間でウォーキング大会に挑戦
一歩一歩を積み重ねて日本一の頂へ――

　
昨
年
11
月
１
～
30
日
の
期
間
で
行
わ
れ
た

「
第
１
回
明
治
安
田
生
命
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」に
参
加
し
た
、
内
子
釣
り
定
例
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
が
、
全
国
５
５
０
４
チ
ー
ム

の
頂
点
に
立
つ
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
、９
月
頃
か
ら
メ
ン
バ
ー

と
歩
き
始
め
た
と
い
う
山
口
佳け

い
い
ち一

さ
ん
は「
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
み
た
ら
、
数
日
で
自
分

た
ち
の
チ
ー
ム
名
が
上
位
に
挙
が
っ
た
。
う
れ

し
く
て
、
絶
対
に
優
勝
し
よ
う
」と
決
意
し
ま

す
。
毎
日
40
㌔
く
ら
い
歩
き
、
睡
眠
時
間
が
３

時
間
と
い
う
日
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
チ
ー

ム
の
平
均
歩
数
を
競
う
の
で
、
一
人
だ
け
頑

張
っ
て
も
駄
目
。
日
ご
と
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

高
ま
る
の
が
面
白
か
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
応

援
し
て
く
れ
る
人
や
、『
自
分
も
歩
き
始
め
た
』

と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
人
が
い
た
の
も
励
み
に

な
っ
た
」と
に
っ
こ
り
。
髙
田
武た

け
し志

さ
ん
は「
コ

ロ
ナ
禍
で
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
た
け
れ
ど
、
自

分
た
ち
な
り
の
楽
し
み
方
に
な
っ
た
」と
振
り

返
り
ま
す
。
週
に
１
回
は
神
南
山
に
登
り
、
日

の
出
や
雲
海
な
ど
の
絶
景
を
眺
め
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
１
カ
月
で
積
み
上
げ
た
平
均
歩
数

の
合
計
は
81
万
１
４
８
５
歩
。山
口
さ
ん
も
17
㌔

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と「
大
物
を

釣
り
上
げ
る
こ
と
」と
口
を
そ
ろ
え
た
皆
さ
ん
。

鍛
え
た
足
腰
で
趣
味
の
釣
り
も
楽
し
み
ま
す
。

◎ 早朝からウォーキングを楽しむ皆さん。期間中は１人平均で２万 7,000歩も歩いていました。
左から髙田武志さん、宇都宮啓

ひろゆき

之さん、稲井強
つよし

さん、大森亮
りょうたろう

太郎さん、山口佳一さん
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読
み
終
え
た
ら
綴 と

じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
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。

き
っ
と
ま
た
お
役
に
立
つ
と
き
が
あ
り
ま
す
。
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記
幸

▽
山
口
さ
ん
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
刺

激
を
受
け
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
た
一
人
で
す
。
た
だ

し
私
の
場
合
は
２~

３
㌔
歩

く
だ
け
で
、
ビ
ー
ル
と
つ
ま

み
が
お
い
し
く
な
り
、
食
べ

る
量
と
体
重
は
増
加
。
寒
い

か
ら
と
歩
く
の
は
や
め
、
悪

い
習
慣
だ
け
継
続
中
…
…
。

猛
省
し
ま
す
（
裕
）

▽
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
姿
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
か
わ
い
か
っ

た
で
す
。
カ
メ
ラ
を
向
け
た

ら
飛
び
っ
き
り
の
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
て
、
抱
負
や
夢
を

語
っ
て
く
れ
た
の
で
、
た
く

さ
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い

ま
し
た
。
あ
〜
私
も
20
歳
の

こ
ろ
に
戻
り
た
い
…
…（
沖
）
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